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論文内容の要旨
本論文は，丸線または平条から異形線を圧延する際に，連続圧延機のスタンド間力を制御することによって製品断
面を大幅に変更できる延伸制御圧延機を考案し，設計試作し，実際に種々の金属材料を用いて平線，平条， H形異形
線，角線などの主要な異形線のサイズフリー圧延を試み，成功した研究の成果をとりまとめたものである。
第 1 章は緒言であり，研究の背景と目的，期待される効果について述べている。
第 2 章では延伸制御圧延法の原理を示すとともに，試作圧延機によってアルミニウム線の平線圧延を行い，変形・
負荷特性を求め，大幅な延伸制御とサイズフリー化が可能であることを明らかにしている。
第 3 章ではアルミニウムの他に銅，炭素鋼，ステンレス鋼の丸線を用いた平線圧延を行い，各材料の延伸制御範囲
と圧延特性を明らかにしている。
第 4 章では種々のアスペクト比(板幅/板厚)の平条の平圧廷を行い，延伸制御範囲がアスペクト比に大きく依存
し，アスペクト比が小さいほど大きくなることを明らかにしている。
第 5 章ではアルミニウム，銅，炭素鋼の丸線を用いてH形異形線の延伸制御圧延を行い，いずれの材料でも H形異
形線のフランジ幅を広範囲に変化させることができることを明らかにしているo
第 6 章ではアルミニウム，銅，炭素鋼，ステンレス鋼の丸線を用いたグループレス角線圧延を行い，延伸制御圧延
によりいずれの材料でも角線のサイズとコーナー曲率半径を材料によって異なる広い範囲にわたって任意に制御でき
ることを明らかにしている。
第 7 章では延伸制御圧延された平線，平条， H形異形線および、角線について機械的性質の測定と X線および TEM
による組織観察を主としてアルミニウムについて行い，同ーの相当ひずみで比較した場合，引張強さと硬さが延伸の
増加に伴って大きくなることを見いだし，それが下部組織の転位セルサイズと関係していることを明らかにしている。
第 8 章では得られた結果を総括している O
論文審査の結果の要旨
断面が円形以外の任意の形状を有する異形線は，スプリングやピストンリングなど精密部品の素材として多用され
ており，線材から圧延または引き抜き加工により生産されているが，その形状とサイズは無数にあり，形状・サイズ
毎に多くのロールとダイスを必要とし，生産性の低下とコストの上昇の原因となっている O 本論文は，同一ロールで
多数のサイズを造り分けることのできるサイズフリー圧延機の開発を目的に連続圧延機のスタンド間力を制御するこ
とにより，製品の断面積を大幅に変更できる延伸制御圧延機を考案し，設計試作し，平線，平条， H形異形線，角線
など基本的な異形線のサイズフリー圧延を試み，成功すると共に，その圧延特性を解明したものである。その主な成
果は次のとおりである。
(1) スタンドを極限まで近接させた 5 段連続圧延機の各スタンドのロール周速比を制御することにより，スタンド
聞の材料に大きな張力または圧縮力を発生させ，材料の延伸を制御する延伸制御圧延法の原理を明らかにし，
試作機を用いてアルミニウム丸線から平線を圧延し，大幅な延伸制御とサイズフリー圧延が可能であることを
実証している O
(2) 変形抵抗が大きく異なるアルミニウム，銅，炭素鋼，ステンレス鋼の丸線を用いた平線圧延実験により，いず
れの材料も同一潤滑剤で大幅な延伸制御が可能であることを明らかにしている。
(3) 各種材料の丸線を用いて孔型法による平線から H形異形線への延伸制御圧延，及びH-V配列のグループレス
圧延法による平線から角線への延伸制御圧延を実施し，いずれの材料でも H形異形線のフランジ幅を広範囲に
変化させることができること，角線のサイズとコーナー曲率半径を広い範囲にわたって制御できることを明ら
かにしている。
(4) 延伸制御圧延された平線， H形異形線，角線の機械的性質及び断面内硬さ分布の測定を行い，スタンド聞に圧
縮力が生じて延伸が小さくなるほど断面内の硬さ分布は不均一になり，そのレベルも低下する傾向にあること
を明らかにしている。
以上のように，本論文はスタンド間の材料に大きなスタンド間力を発生させることにより材料の延伸を大幅に制御
できるコンパクトな連続圧延機を開発し，それが異形線のサイズフリー圧延に極めて有効であることを実証すると共
に，その圧延変形機構と得られた製品の材料学的特性を明らかにしたもので，材料学と材料加工学に寄与するところ
が大きい。よって，本論文は博土論文として価値あるものと認める o
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